
現在の世の中は、将来の予測が立てにくい、VUCA（Volatility、Uncertainty、Complexity、Ambiguity）の時代といわれています。

世界を見渡せば、気候変動や資源不足、高齢化による人口構造の変化、都市化の問題など、

人々の生活に影響を及ぼす、さまざまな変化の波が押し寄せています。

日立は創業以来、「 優れた自主技術・製品の開発を通じて社会に貢献する 」を企業理念として、

社会インフラの技術開発などによって、各時代の社会が直面する課題を解決し、

人々のQuality of Life（QoL）を向上させるとともに、近年では持続可能な社会の実現に貢献してきました。

創業者 小平浪平が抱き、創業以来大切に受け継いできた企業理念、

その実現に向けて先人たちが苦労を積み重ねる中で形づくられた日立創業の精神。

そしてそれらを踏まえ、日立グループの次なる成長に向けて、あるべき姿を示した日立グループ・ビジョン。

これらを、日立グループのMISSION、VALUES、VISIONとして体系化したものが、

日立グループ・アイデンティティです。

日立グループ・アイデンティティに基づき、「社会イノベーション事業*」に注力することで、

お客さまの社会価値・環境価値・経済価値を向上させ、持続可能な社会の実現をめざしていきます。

* 社会イノベーション事業とは、社会インフラをはじめとする幅広い領域において、最新のデジタル技術などを活用したお客さまとの協創を加速し、日立グループの多様な事業基盤や日立が長年培ってきたOT(Operational 
Technology)、IT、プロダクト、システムを組み合わせたトータルソリューション、「Lumada」をはじめとしたデジタルソリューション、そしてワールドワイドな事業者とのパートナーシップを活用したオープンイノベーションにより、
社会やお客さまが直面しているさまざまな課題を解決する事業です。

日立グループ・アイデンティティと社会イノベーション事業
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Business at a Glance



　創業から6年、日立鉱山の発電所に据え付けた発電機と水車の前で
誇らしげに胸を張る社員たち。この写真から、彼らの達成感、充実感、
未来への希望がひしひしと伝わってきます。
　しかし、運転開始からほどなく、部品の不良で発電機が壊れ、鉱山
の操業に深刻な影響が及んだため、創業者の小平浪平が「進退伺い」
を用意する事態となりました。彼らは、汗みどろになって発電機の復
旧と原因の究明に取り組みました。また、この発電機だけではなく、
製品をつくるたびに困難な問題に直面しました。その一つひとつに、
ひたむきに、かつ果敢に取り組むことで、「品質」を高め、「技術」を育て、
「信頼」をかち得てきました。
　その結晶が日立創業の精神であり、今も世界の現場に生きています。

　1910年、日立は茨城県にある鉱山機械の修理小屋で創業しました。日本がまだ外国の製品や技術に頼って

いた時代に、小平は、自分たちの技術力を信じ、たゆまぬ努力と尽きることのない情熱でモノづくりに挑戦し

続けるチームをつくりました。

　チームの原動力は、「優れた自主技術・製品の開発を通じて社会に貢献する」という小平の高い志です。この

志こそが、日立グループの原点であり、「日立グループ・アイデンティティ」の「企業理念」（MISSION）として、

最上位に位置づけられるものです。

MISSION  企業理念

和 誠 開拓者
精神

他人の意見を尊重しつつ、偏らな

いオープンな議論をし、一旦決断

に至れば、共通の目的に向かって

全員一致協力すること。

他者に責任を転嫁せず、常に当事

者意識を持って誠実にことに当

たること。社会から信頼をかち得

るための基本姿勢。

未知の領域に、独創的に取り組も

うとすること。常に専門分野で先

駆者でありたいと願い、能力を超

えるような高いレベルの目標に

挑戦する意欲のこと。

VALUES  日立創業の精神

日立鉱山発電所 （1916年撮影）
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